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沖縄脊髄損傷者連合会

広 告 (ち は る 歯

沖縄に脊損患者の超急性期対応の医療システムを求めよう！

沖脊連発足からの1丁目1番地の活動目標

である「総合リハビリテーション体制の整

備」は、様々な要請や訴えにもかかわら

ず、未だに見通しが立っていないどころか

議論の棚にもあがらない状況にありまし

た。ところが国会では沖縄県の脊髄損傷者

患者の急性期医療体制に関する質疑応答が

ありました！驚きとともに大きく期待を膨

らましていたところ、公明党の秋野公造参

議院議員と金城勉沖縄県議会議員から連携

の申し出があり、10月16日に懇談する機

会をもち、有意義な意見交換をさせていた

だきました。

この経過を踏まえ、今後は沖縄県へのリ

ハ体制整備についての要請行動を行いたい

と考えています。※国会答弁記録の抜粋を

記載します。

■平成２４年７月２４日参際予算委員会

○秋野公造君（参議院議員：公明党）

福岡県飯塚市には、我が国が誇る脊髄損

傷センター、総合せき損センターというす

ばらしいセーフティーネットがあります。

顎しかもう動かなくなった方、首から上し

か動かなくなったような、そういう交通事

故災害により頸髄、脊髄を損傷した方で

あっても、十四日以内にそこに搬送された

ならば、十か月間のリハビリを行うことに

よって約八割の方が社会復帰をすることが

できる、世界に誇る医療機関があります。



(2）平成24年11月25日発行(毎月20・25・30日発行）ＯＤＡ通巻729号 平成7年5月10日第3種郵便物認可

こういった取組というのはもっともっと

どうか強く強化をしていただきたいとお願

いをするところでありますが、この恩恵を

受けることができないのが沖縄県だけであ

ります。理由は、遠いからであります。三

十数年間、沖縄の脊髄損傷者患者はこう

いった高度な医療を受けることが今まで一

度もなかったということであります。

総理にお願いをしたいと思います。沖縄

の脊髄損傷患者を救っていただきたいと思

います。沖縄の脊髄損傷患者が医療を受け

る体制をつくっていただきたい、そのよう

に念願をしますが、総理の見解、求めたい

と思います。

○内閣総理大臣（野田佳彦君）

脊髄損傷者については、今委員ご指摘の

通り、福岡県にある総合せき損センターな

どの施設や各地域の医療機関の連携により

対応してきております。国としては、患者

さんがお住まいの地域で急性期からリハビ

リ、社会復帰まで切れ日のない医療が受け

られるよう、議員御指摘の点も含めまし

て、沖縄県とともに地域の体制の実態を把

握し、対応の必要性について検討してまい

りたいと考えております。

■平成24年6月19日参院厚生労働委員会

○秋野公造君

福岡県飯塚市にあるせき損センター、訪

ねてまいりました。また、大分県別府市に

ある重度障害者センターを訪ねてまいりま

した。せき損センターは、損傷後二週間以

内にリハビリを始めることによって八割の

方が社会復帰を行うことができる、我が国

の誇りであり、我が国の本当に誇るべき

セーフティーネットであると考えていま

す。ヘリコプターで運びませんと脊髄損傷

に大きな影響を与えてしまうということで

ありまして、東側の限界というのは大阪ま

でだそうであります。となりますと、南側

の限界「沖縄県から本当にこういった患者

さんを運ぶことができているのか、それが

心配になりました。沖縄県からヘリコプ

ターでの搬送の実績、ございますでしよう

か。

○政府参考人（鈴木幸雄君）

総合せき損センターへの脊髄損傷者患者

のヘリによる搬送についてでございます

が、昭和54年以降の累計では沖縄県の患

者の受入れ実績はないという状況でござい

ます。

○秋野公造君

これは実態として沖縄から運べないとい

うことを意味するかと思います。ならば、

沖縄の方は、せき損センターのような我が

国が誇るべきセーフティーネットの恩恵を

受けることができないという状況になりま

す。運べないのであれば、沖縄県内でしっ

かり受入れ体制を考えるべきだと思いま

す。内閣府の見解を求めます。

○大臣政務官（園田康博君）

御指摘、ありがとうございます。先生御

案内のとおり、リハビリの充実であります

とか、あるいは今障害福祉の施策について

御議論をいただいておりますけれども、こ

れについては、県においてまず、医療計画

でありますとか障害福祉計画でありますと

か、そういったところできちっと計画を立

てて施策を推進していくという形になりま

す。その上で、国において行う施策といた

しましては、まずリハビリの施設「あるい

は障害者の施策等の整備、これに関しまし

ては、今厚生労働省で執行している補助金

の施策がございます。例えば、障害者福祉

ザービス事業「自立支援であるとか就労支

援などは、沖縄においても、全国の三分の

一の補助金から沖縄県は三分の二というよ

うな形でかさ上げをさせていただいており

ますし、また医療提供体制の施設の整備交
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付金、これにおいても沖縄は四分の三とい

うことで、全国ベースに比べると高い補助

率でこの施策を推進させていただいている

というのがございます。先生御案内のとお

り。今年は沖縄復帰、本土復帰の四十周年

ということもあり、また国会でも御議論を

いただきました沖縄振興策、ここにおいて

沖縄振興の一括交付金を創設をしていただ

きました。それに基づいて、県が主体的と

なって今この振興策について議論を行って

いただいているという状況もございます。

そういった面では、私ども、今日は沖縄

担当という形で答弁させていただきますけ

れども、こうした主体的な沖縄県「それが

自主的にきちっと、様々な医療計画であり

ますとかあるいは障害福祉のサービスの充

実でありますとか、そういったところをこ

ういった一括交付金なども活用していただ

きながら進めていくということが大変重要

なことではにかというふうに思っておりま

す。当然、今先生御指摘いただいたこの総

合せき損センター、大変すばらしい施設で

あるというふうに私も認識をさせていただ

きました。やはり急性一用．ここからリハ

ビリ、そして社会復帰といったところまで

これ一貫してやる施設というのはほかには

ないという状況でございますので、こう

いった施設も含めて沖縄県がしっかりとそ

ういつたところを取り組んでいただけると

いうのであれば、私どもとしても支援をし

ていくということはあろうかなというふう

に思っておるところでございます。

○秋野公造君

私は、国が果たすべきセーフティーネッ

トであるからしっかり国が整えていくべき

であるということを申し上げております。

沖縄県に対して私の意見を伝えていただく

ということでよろしいか。

○大臣政務官（園田康博君）

失礼しました。議員の御指摘を踏まえて

やります。議員の御指摘はしっかり沖縄県

にもお伝えをさせていただきたいと思いま

す。

第２０回九州ブロック身体障害者相

談員研修会沖縄大会

去った11月8日 (木) ～9日 (金) にかけて

「第20回九州ブロック身体障害者相談員

研修会沖縄大会」がパシフィックホテルに

おいて開催されました。

この大会は、九州各県から150名ほど、

県内参加者も合わせて総勢200名余りが参

加し、会場も満杯の状態でした。研修内容

としては「障害者総合支援法の動向につい

て」をメインテーマに厚労省の相談支援専

門官、遅塚明彦氏による講演、その後、熊

本県、福岡市、宮崎県の代表者をパネリス

トに相談対応等の事例発表を、助言者とし

て厚労省の遅塚明彦氏、長崎県代表、今大

会の主管でもある沖縄県身体障害者相談員

連絡協議会会長によるシンポジウムが開催

され、有意義な内容となりました。

２日目は日本身体障害者団体連合会副会

長による「日身連の活動状況について」の

講演と２日間の総括が行われ無事終了しま

した。宮崎県からは全脊連宮崎県支部長の

矢野光孝さんも参加し久々に交流を深めま

した。
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第１回浜コン「浜辺の合コン＆サン

セットライブ」

去る10月20日 (土) に読谷村の旧渡具知

ビーチで浜辺の合コン＆サンセットライブ

トグチ浜が開催され、沖脊連からも合コン

に参加する者やライブ＆ＢＢＱに参加する

者、ライブのみに参加する者、参加形態は

様々ですが約30名の会員並びに介助者が

参加しました。

このイベントは、ハンディキャップのた

め家に閉じこもりがちな方、出かけたくて

も外出するには支援が必要な方でも外に出

て、人とふれ愛、仲間と出愛、みんなで楽

しいひと時を過ごせる場をもちたい！とい

う想いから、会員で読谷村在住の宮城幸春

さんとケントミファミリーの皆さんが企画

したもので、当日は天気にも恵まれ、ケン

トミファミリーの皆さんのライブやフラダ

ンスチームの皆さんが余興に花を添え、と

ても楽しいひと時を過ごさせて頂きまし

た。今回の参加者は、スタッフやボラン

ティアも併せて総勢150名ほどが参加し、

合コンでは５組のカップルが誕生したとの

ことで大成功だったと思います。

法人設立40周年記念事業／うらそえ

ふくしまつりボランティアまつり

去った11月11日 (日)、第14回うらそえふ

うくしまつり／第15回うらそえボラン

ティアまつりが浦添市役所前広場・周辺広

場で開催されました。

当日の天気はあいにくの曇り空、天気も

何とか持ちこたえてくれましたがイベント

は盛りだくさん、ま～さむん発見「てだこ

グルメ市」や市民福祉「川柳」、フリー

マーケットなどが行われ、特設ステージで

は琉神マブヤー握手会や子どもフェスタ、

もちつき大会などが行われました。

中でも私たちの仲間でロンドンパラに日

本代表として参加した仲里進選手、上与那

原寛和選手によるパラリンピック報告会、

進行役は沖脊連副会長の神里和彦がスムー

ズな進行役を務めました。この報告会の趣

旨は、様々な層の方にパラリンピックとい

う世界最高峰の舞台があること、それを目

指して努力しているアスリートたちがいる

ということを知ってもらうことにあり、そ

してロンドンパラに出場したアスリートの

生の声を市民や地域住民に伝えたいとの趣

旨で行われました。

その日の午後、アスリート２人は南風原

町中央公民館で開催された第47回沖縄県

身体障害者福祉大会のも参加し、同じくパ

ラリンピック報告会を行いました。
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平成２４年度共同募金運動への協力について

大分国際車いすマラソン

大会を参加して！

去る10月28日 (日)昨日の雨が嘘のように

天候に恵まれた中、11:00号砲と共に第32

回大分国際車いすマラソン大会がスタート

しました。前夜祭27日 (土)は雨まじりの中

ガレリア竹町ドーム広場にて“大分の風と

応援の中、今、君は輝く！”を合言葉に開

会式が16:00より行われ多くの選手とのふ

れあいがありました。フルマラソン参加者

は106名、ハーフマラソン参加者は180名

（うち海外選手57名）の合計286名が参加

し、沖縄県からの参加者は9名、うち7名

が完走いたしました。中でもハーフマラソ

ン部門では日頃の練習成果が得られたよう

で、山入端依子さんが準優勝の結果をだし

ました。おめでとうございます。県参加選

手はこの大会に向け6月／7月頃から練習

をスタートし、3～4か月で調整を行いま

す。その調整成果が出た方、出発当日熱発

し出場を断念した方、練習に悔いを残す方

など色々あった大会でした。健康管理の大

切さと次へ挑戦など思い思いの誓いを胸に

秘め今大会を締めくくりました。

（片倉）

県共同募金運動は毎年目標額を掲げ、

10月1日～12月31日までの３ヵ月間実施

されます。沖脊連や他の車椅子スポーツ

クラブも一部共同募金配分金の助成を受

けて活動していることもあり、かかわり

方は様々で良いと思いますが、皆様がお

住まいの地域においても積極的に協力し

ていただきたくご案内致します。

また、12月1日から「みんなでささえ

あうあったかい地域づくり」をスローガ

ンに、全国各地で「歳末たすけあい運

動」がスタートし、県共同募金会に寄せ

られた募金は、各地の小規模作業所等団

体の年末、年始活動の支援や、離島の

高齢者・障害者等の要援護世帯の義援

金、法外援護施設への義援金として、

配分されます。
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昨今思うこと

上里 一之

僕が会長に就いたのは仲根さんの後で、

34歳から44歳の間の11年間。その間は浦

添市の福祉プラザに脊連の事務局があっ

て、そこで大城昌彦さんが浦添身協の仕事

をしながら脊連の事務をしてた。

そして僕が会長就任後しばらくして、当

時首里の更正指導所を取り壊して今の沖縄

県総合福祉センターができることになっ

た。そしてそこに7つぐらいの任意団体が

入れるってことになって、当時浦添市の福

祉プラザに事務所を置いていた沖脊連も申

し込んで、事務所を移転することになっ

た。

会長に就任してしばらくして、しゃりん

は牧志努さんにお願いしていた。当時は家

にずっといて、たまに事務所に来る感じ。

新しい事務所に移ってから2年ぐらいは自

分が事務局兼会長もやっていたね。月曜日

から金曜日まで、毎日。午後の時間。当時

は（一之さんが現在いる）チーム沖縄の事

務所もなかったから。

その事務所を移した前後の頃、大城昌彦

さんが3年ぐらいダウンして沖脊連を離れ

た時期があったわけよ。その時は沖脊連の

仕事を一人で切り盛りしていて、正直きつ

かった。昌彦さんの存在の大きさを痛感し

たね。それプラス、周りからのサポートも

あまり無かったから、より孤立していた。

キツかった。まあ、周りに自分の状況を伝

えるっていうのも弱かったと思うんだけ

ど…。

そこで、牧志努さんを少しずつ育てて、

なんとか事務作業がまわせるぐらいになっ

てもらった。まぁ、努は努で無年金で生活

が苦しかったけど沖脊連で仕事すること

で、少しは手当が出るようになって生活費

を糧にしてとってもがんばっていた。そう

そう、僕が会長に就任して1年か2年して

から、若い会員が二人相次いで亡くなった

わけよ。非常に苦しかったし、きつかった

な－。うち一人は役員でがんばっていて、

レクリエーション担当をして、すごいがん

ばっていたんだけどね…。

そんな中、世間では自立支援法っていう

のができることになって、それに向けて障

がい者団体と話し合わないといけないねっ

てことになって集まりだしたのがチーム沖

縄だわけさ。チーム沖縄を作ったっていう

のは、まあ、僕が言い出しっぺで呼びかけ

たからね。すぐ僕はチーム沖縄の代表に

なって、自立支援法に向けて県内の障がい

者団体は連携していきましょうって。そう

して沖脊連の会長をやりながら、チーム沖

縄の立ち上げもしないといけない状態の時

にかおりさんが次期会長になるって手を挙

げてくれて、またそれがうれしかったね。

それから彼女、2～3年がんばってくれて

いたさーね。彼女、すごく勇気がある

なーって思った。そこで脊連の会長職を平

田かおりさんにバトンタッチして、事務局

を牧志努さんにお願いして、そしてチーム

沖縄に移ってきたわけさ。その間もずっと

ピアサポート活動はやってきてたよ。

沖脊連の仕事でがんばったことは、2回

の実態調査に携わってきたことかな。福祉

の面でもいろいろと話を聞いたり意見を言

ううちに、いろんな審議会に身障者の代表

として意見提言というかんじで呼ばれるよ

うになってきた。それって沖脊連という枠

を超えた内容だからね、おそらく僕は1回

も休まなかったさー。当時、僕はそういう

のの「代表」ではないけど、身体障がい者

の代表としていろいろと意見を言ってく

れってお願いされるので、向こうからした

らその時点で「代表」になるわけさー。
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そしていろいろなところで「代表」とさ

れて呼ばれるうちに、沖縄県の障害者施策

推進協議会という障がい者が県に意見をい

える協議会があって、そこにも沖脊連が呼

ばれるようになったんだ。今でもかおりさ

んや会長の仲根さんが呼ばれていろいろ意

見しているよ。それと、福祉のまちづくり

条例の審議委員会にも沖脊連のメンバーが

入るようになったんだよ。あとは障がい者

スポーツの普及への支援だね。

今現在はチーム沖縄に所属していて、週

3回、午後の時間帯にいるよ。主に知的や

精神障がい者も含めた相談支援活動をやっ

てるね。それが大きな柱の一つ。

もう一つは地域を含めた福祉活動。具体

的に言えば、年に2回ぐらい沖縄愛楽園へ

行って、愛楽園の歴史とかを学びながら空

き缶拾いをしているよ。きっかけは障がい

者の権利条例関係で愛楽園へ足を運ぶよう

になってから、それで繋がるようになっ

た。あとは、障がい者のいろんな生活の問

題などの勉強会を行ったり、講演会を開催

している。

これから脊連に求める活動としては、老

若男女のバランスのとれた会員の確保か

な。若いメンバーの役員への参加を希望し

ているよ。ここ最近ずーっとテーマになっ

ているけど、会員の数が減少の一途をた

どっているさーね。これって役員だけの問

題だけじゃなくて、会活動に関わっていな

い会員も会活動を意識してほしいなってい

うのは思う。例えばビーチパーティーや忘

年会やらのいろんな企画をするんだけど、

結局同じようなメンバーしか残っていない

さーね。そこらへんをもっと、みんなに連

携のための会活動を意識して参加して欲し

いなって思う。自分のメリットを求めるこ

とも大切なんだけど、福祉の人材としての

活動の席に参加してもらいたい。意識をも

うちょっと高めて欲しいと思う。それには

福祉のネットワークをもうちょっと強化し

ていく、例えば医療ソーシャルワーカー協

会との繋がりとか。担当を決めて毎月でも

いいから協会の話し合いに参加していくと

か。前に何回か参加はしたんだけど、なか

なか続けられなかった。でも向こうから来

てもらうのもありだと思うよ。まあ、もっ

ともっと若いメンバーの参加を求めたい

ねー。

僕らは65歳になったら介護保険への切り

替えがあるさーね。僕らのような重度の障

がいで普段から福祉サービスを利用してい

る人であれば介護保険に切り替えずにその

まま継続して使える可能性があるとは言わ

れているわけさ。それが他の脊損の人にも

同じようにいくかと、そうではないらしい

わけさ。介護保険に切り替えないといけな

い原則みたいなものもあるし。手続きの時

に切り替えをしたくない理由をうまく伝え

ることができればいいんだけど、うまくそ

れを伝えることができなかったら介護保険

でやっていくしかないんだよね。それだと

まずいと思ってて、介護保険に切り替えな

くてもすむようになるような仕組みを要請

しないといけないと思っている。福祉サー

ビスから介護保険に変わると、例えばこれ

まで僕らは車いすとかはぜ～んぶ福祉サー

ビスでもらっているわけさ。それが65歳

を超えて介護保険に変わると、車いすとか

は「貸与」になる。シャワーチェアとか便

器とかもね。借りないといけなくなる。そ

ういうのも福祉サービスとして継続して

使っていけるように僕たちが要請していか

ないといけない。これからはそんな問題が

増えていくと思う。来年で50歳だしね。

（聞き取り：砂川）



(8）平成24年11月25日発行(毎月20・25・30日発行）ＯＤＡ通巻729号 平成7年5月10日第3種郵便物認可

発
行
人

沖
縄
県
南
風
原
町
字
神
里
六
三
一

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

編
集
人

沖
縄
県
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
四
―
三
七
三
―
一
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
棟
二
Ｆ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
規
模
団
体
室
・
沖
縄
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
し
ゃ
り
ん
編
集
部

砂
川
昭
人

購
読
料
は
会
費
に
含
む

【
頒
価
二
十
円
】

去った10月12日～13日にかけて開催された

「第36回九州ブロック会議大分大会」に参

加する為、初めての一人旅を経験しました。

10月11日の午前10時45分那覇発の飛行機

で福岡へ行き、福岡空港から地下鉄で博多駅

まで移動、博多駅から大分県別府市まではＪ

Ｒの特急列車で移動する行程が組まれていま

した。出発日の午前８時に自分の車で那覇空

港へ向けて家を出ました。予想では10時前

には那覇空港に着く予定でしたが、途中に何

か所かで渋滞に巻き込まれ空港の立体駐車場

に到着したのは10時で、満車の表示が出て

いたけど、係員に身障者用の駐車スペースは

空いているんじゃないですか？と言って無理

やり入ってい行ったけど、全国障がい者ス

ポーツ大会に参加する選手団と出発時間帯が

重なっていたらしく身障者駐車スペースも空

きがなく、立体駐車場内をぐるぐる回り駐車

スペースを探しいるときに身障スペースから

出ようとして車があったので、その車が出る

のを待って、やっと駐車することができたの

で、急いで搭乗手続きカウンターへ行ったら

既に搭乗手続きは始っていました。焦ってい

る私の顔を見ていたのか係り員が一人中から

出てきて優先的に手続きをしてくれたお陰で

一般客が搭乗する数分前に機内へ案内されま

した。

福岡空港へ到着し、今度は地下鉄の駅へ行

くのも簡単ではありません、ホームへ行ける

エレベーターは一箇所しかなく自分では探す

ことができず、空港ビル内にあった銀行へ行

き教えてもらいました。（女性銀行員が親切

に案内してくれました。感謝）。地下鉄に乗

るには自動券売機で乗車券を買わないといけ

ど、自動券売機を使うのも初めてで取り扱い

説明があるわけでもなく、近くにいた人に

「博多駅までの券を買いたいけどどうしたら

いいですか？」と聞いても250円です、とし

か答えないし、地下鉄での移動をあきらめて

戻ろうしたときに駅員らしき人が通りかかっ

たので、その方に買ってもらい、何とか博多

駅まで移動し、博多駅でＪＲ特急列車に乗り

換えないといけないので、真っ先に駅員室へ

行き案内してもらいました。列車での移動時

間は２時間余りでデッキの柱に抱きついたま

までの移動でした。

到着した別府駅では観光案内所に行ってホテ

ルまでの道を尋ねたら車椅子での移動は無理

と言ってタクシーを手配してくれました。

ホテル到着後は疲れ果てて外へ出る元気も

なく夕食もホテル内で済まし、その日は酒も

飲めず早めに寝て翌日の会議にそなえまし

た。会議の開催される日は早めに起きて、朝

ごはんもしっかり食べて会議に参加したけ

ど、配られた資料を見て、各支部の報告があ

ることを知り、ビックリすると同時に自分の

番が回ってくるまでドキドキしていて各支部

が報告をした内容もほとんど覚えていません

が、沖縄県支部の活動が羨望を受けている事

は分かりました。（枝川）

～はじめての一人旅～
第36回 九州ブロック会議大分大会へ一人で行ってきましたが・・・


